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【耳鼻咽喉科ウイルス感染症】 
EBウイルス感染と頭頸部腫瘍

高原 幹, 原渕保明
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◆特集・耳鼻I因喉科ウイルス感染症

ＥＢウイルス感染と頭頚部M重傷

高原幹*’原測保明*２

i:“Stra愈ｔＩＥＢウイルス(Epstein-Barrvirus;以下,EBV)はＤＮＡウイルスであり,へルベスウ

イルス科γヘルベス亜科のhumanherpesviruslVに分類される．その特徴はヒトＢ細胞などに

広く常在していながら癌原性を併せ持つことである．ＥＢＶ感染の診断法として，血清でのウイル

ス抗体価の測定や組織から直接ＥＢＶの遣伝子,蛋白を証明する方法があるが,最近は血清のウイ

ルスゲノムを定量化することが可能となり，診断ならびに臨床経過の評価に有用であるＥＢＶと

の関連が証明されている耳鼻咽喉科領域の代表的疾患としては，伝染'性単核球症，血球寅食症候

群，慢性活動性ＥＢＶ感染症，上咽頭癌，鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫など多様である．予後が不良で

ある疾患も多く，今後，ＥＢＶ関連疾患としての視点から臨床応用を更に発展させ，新たな診断技

術，治療法が見いだされることが期待される

蕊璽禰OjttiSlEBウイルス(Epstein-Barrvirus；EBV)，血清EBV-DNA定量(serumEBV-DNA

copynumber)，上咽頭癌(nasopharyngealcarcinoma)，鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫(nasalNK/T‐

celllymphoma)，細胞免疫療法(immunotherapy）

はじめに

ＥＢウイルス(Epstein-Barrvirus；以下，ＥＢＶ）

は，1964年にEpstein1)らが電子顕微鏡にてバー

キットリンパ腫の培養細胞内に発見したヘルペス

ウイルスのひとつである．その特徴はヒトに広く

常在していながら癌原性を併せ持つことである．

EBVはヒトＢ細胞に親和性を有し，伝染性単核

球症などの良性Ｂ細胞増殖疾患や，バーキットリ

ンパ腫，免疫不全に伴う日和見リンパ腫などのＢ

細胞リンパ腫との深い関連’性がいわれていた．そ

の後の研究により，ホジキン病，上咽頭癌，鼻性

NK/Ｔ細胞リンパ腫といったＢ細胞以外の起源

を有する悪性腫傷や血球貧食症候群，慢性活動性

EBV感染症，自己免疫疾患などとの関わりが明

らかになってきている．本稿では，ＥＢＶの感染

様式と診断およびＥＢＶとの関連が証明されてぃ

る耳鼻咽喉科領域の代表的疾患について述べる．

ＥＢＶの特徴と感染様式

ＥＢＶはＤＮＡウイルスであり，へルペスウイル

ス科γヘルペス亜科のhumanherpesvirusⅣに

分類される．ウイルス粒子の直径は120～150,ｍ

であり，そのゲノム分子量はl84kbpで粒子の中

では線状構造をとる．特徴のひとつは，ヒトに広

く常在していることである．ＥＢＶの初感染は既

感染者の唾液を介して水平感染として起こる．お

およそ２０歳までに約８０～90％が感染するが，大

部分は不顕’性感染である．

ＥＢＶの特徴のもうひとつはヒトに対して癌原

性を有する癌ウイルスであることである．現在ヒ

トに発癌性が証明されているウイルスとしては

EBV，ヒトＴ細胞'性白血病ウイルス，ヒトパピ

ローマウイルスがあるが，その中でもＥＢＶは
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